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各
地
で
氷
点
下
を
記
録
し
こ
の
冬
一
番
の
寒
さ
と
な
っ
た
ニ

月
一
云
一
日
、
恒
例
の
節
分
祭
が
祈
願
殿
で
斎
行
さ
れ
、
続
い
て
行
わ

れ
た
宗
像
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
豆
打
式
で
は
、
福
を
授

か
ろ
う
と
す
る
約
―
ニ

0
0

人
の
参
拝
者
が
詰

め
掛
け
、
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ

た
。本

年
は
土
曜
日
と
あ

っ
て
早
朝
か
ら
多
く
の

参
拝
者
が
参
集
、
午
前
十

時
の
祭
典
時
に
は
神
を

着
装
し
た
年
男
、
責
任
役

員
、
氏
子
会
関
係
者
、
谷

井
博
美
宗
像
市
長
を
は

じ
め
、
宗
像
に
本
拠
地
を

置
く
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
チ

ー
ム
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス

s
 ___ 0
0
人
が
参
集
。
ふ
ぐ
剌
し
引
換
券
も
S

鱒
分
祭
畜
行

豆
打
式
で
は
宗
像
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
。
フ

宗

I 
I 毎月 1 ・ 15日肖茨祭
午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(1日）
巡拝(15 日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏 (1 日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

|4日氏貞公墓前祭
午前 1 1 時～
於＝宗像市上八氏貞公墓前
本年は承福寺当香により、仏式で斎行

|19日松尾神社祭
午前 1 1 時～

於＝境内松尾神社

|23日皇霊殿遥拝式
午前10時～

3月祭事暦

昨
年
春
と
夏
の
二
回
に
亘
り
福
岡
教

育
大
学
の
先
生
を
始
め
、
宗
像
植
物
友

の
会
外
に
よ
る
沖
ノ
島
植
物
植
生
学
術

調
査
が
行
わ
れ
、
厳
し
い
環
境
の
な
か

自
生
進
化
し
た
日
本
で
は
数
少
な
い
原

植
物
相
が
再
確
認
さ
れ
た
。
（
沖
ノ
島
物

語
実
行
委
員
会
発
行
の
「
海
の
道
」
に
神

野
展
光
教
授
の
報
告
書
連
載
中
）
沖
ノ

島
の
原
生
林
の
重
要
性
は
早
く
か
ら
認

識
さ
れ
て
お
り
、
大
正
十
五
年
に
は
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
大
島

中
津
宮
及
び
奥
宮
御
嶽
神
社
境
内
の
ス

ダ
ジ
イ
林
は
生
態
学
的
重
要
保
全
特
別

地
区
指
定
へ
と
の
学
術
的
提
案
も
な
さ

れ
て
い
る
。
一
方
神
木
の
楢
の
木
を
は

じ
め
老
樹
が
鬱
蒼
と
茂
り
、
神
苑
の
か

も
し
出
す
清
浄
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
る
辺
津
宮
も
多
種
多
様
な
植
生
を
構

成
し
て
い
る
が
、
中
で
も
ボ
ウ
ラ
ン
の

群
生
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ボ
ウ
ラ

ン
は
境
内
の
楠
木
・
銀
杏
・
楢
柏
等
の
巨

木
に
着
生
し
て
い
る
風
蘭
の
一
種
で
、

葉
は
円
柱
状
線
形
で
何
本
も
放
射
状
に

出
し
て
い
て
そ
の
姿
形
か
ら
そ
の
名
が

つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ウ
ラ
ン

の
群
生
地
と
し
て
近
郊
で
は
宗
像
市
の

五
月
松
原
・
遠
賀
郡
岡
垣
町
高
倉
神
社

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
辺
津
宮
の
も
の

は
他
に
類
例
が
な
い
く
ら
い
で
恐
ら
く

我
国
有
数
の
自
生
群
生
地
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
夏
に
は
樹
間
で

ぴ
っ
そ
り
と
花
を
つ
け
毎
年
変
わ
ら
ず

参
拝
者
を
見
守
る
。

(
H
.
T
)
神具・装束

令井 ネ
肉

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

需話福岡 (Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
需話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(o q40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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ブ
ル
ー
ス
の
選
手
•
関
係
者
、
市
内
を
祓
っ
た
°
]
福
を
と
テ
レ
ビ
、
新
聞
を
は
じ
め
、

保
育
園
児
、
着
物
姿
も
あ
で
や
か
i
そ
し
て
高
向
権
宮
司
の
「
鬼
は
チ
ラ
シ
も
配
布
さ
れ
告
知
も
積
極

な
女
将
の
会
に
一
般
参
拝
者
と
祈
」
外
、
福
は
内
」
の
先
導
で
豆
内
式
が
．
的
に
行
わ
れ
た
為
、
当
大
社
で
は

願
殿
内
は
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
こ
始
ま
る
と
、
一
同
用
意
さ
れ
た
福
i
例
年
の
三
倍
に
あ
た
る
三
万
袋
、

た
。
一
袋
を
撒
き
始
め
た
。
―
二
四
〇
キ
ロ
の
福
豆
を
準
備
し
た
。

定
刻
通
り
に
祭
典
は
始
ま
り
、
一
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
宗
像
一
前
日
に
は
特
設
櫓
も
設
け
ら

祭
典
後
に
、

r
.
l
/
、
●
i

,
9
,
'i
『
口
q

撒
か
れ
る
『
9
9
"

福
豆
が
お
企
し
•
そ

祓
い
さ
れ
＇
ぶ
]
や

,
m

i
]
,
.
i
-
4

，
＇
色
'
」
.

た
後
、
神
島
．
口
く
、
上

宮
司
が
無

病
息
災
・
延
‘

命
招
福
の
―]

l
.
、
`

叫
□

い
よ
訂
ど
·
ニ

げ
、
今
年
一
●
i

年
の
厄
除
｀
j

l

、
レ
上
と
·
i

i

.l 

9の

開
運
を
祈

3

．
儀

念
し
た
。
そ
／
＇
＼
＇

z

j
p
.
‘
·
ヽ
ミ
》
・
書
．
弦

，
．
ー
＼
J

d
-
I
A

、
鳴

い
[
‘
O
O
E
D

f
9
`
『
9i
1

召
i
-
:
[
]

舞
台
で
、
左
l
j̀
l
}
i
l
'

翻
ロ
ロ
心
‘
,
'
、
岨

右
二
手
に
分
か
れ
た
神
職
に
よ
一
観
光
協
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
一
れ
、
祈
願
殿
前
と
櫓
か
ら
の
二
手

り
、
追
灘
の
神
事
「
嗚
弦
の
儀
」
が
一
は
、
地
元
宗
像
の
野
菜
、
シ
ー
ズ
ン
一
か
ら
福
豆
が
撒
か
れ
始
め
る
と
、

執
り
行
わ
れ
、
双
方
の
神
職
が
葦
：
を
迎
え
た
天
然
と
ら
ふ
ぐ
の
刺
]
詰
め
掛
け
た
参
拝
者
は
真
っ
二
つ

矢
・
桃
矢
を
携
え
て
、
一
人
は
天
空
身
・
つ
み
れ
鍋
、
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
に
割
れ
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
撒

に
向
け
、
も
う
一
人
は
地
上
に
向
i
ー
ス
グ
ッ
ズ
な
ど
の
引
換
券
も
豆
一
か
れ
る
福
豆
に
向
か
っ
て
必
死
に

け
て
矢
を
三
度
射
て
、
悪
疫
邪
気
｛
袋
に
入
れ
ら
れ
た
。
多
く
の
方
に
手
を
伸
ば
し
て
い
た
。
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現在「節分」とは立春の前日、

太陽麿では二月三日または四

日を指すが、本来はそれぞれ

の季節が終わる日、立春・立

夏・立秋•立冬の前日を指す。

なぜ、立春の前日のみが特

に重要とされるのかというと、二十四節気（陰暦の

季節区分）の起点、つまり「年の初め」となるからで

ある。そのため、この日に災難消除、悪鬼•邪気を祓

う、或いは厄除けのお祓いを受けると、一年間平穏

無事であると考えられてきた。

節分につきものの一つに「鬼祓い（追難）」がある

が、もとは中国の思想で、鬼は桃を最もり兼つており、

百鬼を防ぐには桃しかないと考えられていた。この

ことは桃太郎の鬼退治が物語っている。室町時代に

なると、追灘の儀式が公家以外の武家や庶民にも広

まるようになり、桃にかわって大豆が使われるよう

になった。

桃から豆へとかわったのは、勿論桃よりも豆の方

が庶民に広まりやすかったということもあるが豆

は鬼の目を打つ「魔目（まめ）」や、魔を滅する「摩滅」

に通じると考えられたからである。

これが江戸時代になると、春を迎えるための行事

として定着していき、豆撒きをすることによって身

に降りかかった厄を祓い取り、新たな季節へ向けて

の準備を整える行事となっていった。

豆
打
式
終
了
後
に
は
、
境
内
の

福
み
く
じ
授
与
所
、
ア
ク
シ
ス
物

産
館
は
引
き
換
え
に
長
蛇
の
列
が

で
き
、
厄
除
を
祈
る
祈
願
者
と
と

も
に
境
内
は
大
変
な
賑
わ
い
を
み

せ
た
。

来
年
は
日
曜
日
に
当
た
る
。
今

年
同
様
、
多
く
の
人
々
に
宗
像
大

社
に
参
拝
頂
き
、
宗
像
大
神
の
「
福
」

を
持
ち
帰
っ
て
頂
く
こ
と
を
希

う
。゜5

5
.
 

J” 
『.. 

也
（

3べ
”

納
S

毎
月
一
日
の
月
次
祭
に
は
、
市
内
の
各
旅
館
か

ら
の
献
魚
が
神
前
に
お
供
え
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
月
一
日
の
月
次
祭
で
鐘
崎
の
国
民
宿
舎
び
び
き

さ
ん
か
ら
、
と
ら
ふ
ぐ
の
奉
納
が
あ

り
ま
し
た
。

ふ
ぐ
は
、
ふ
く
（
福
）
と
も
呼
ば
れ
、

侵
し
そ
う
な
顔
を
し
て
ま
す
が
、
檸

猛
な
魚
で
も
あ
り
、
捕
ま
え
て
生
け

買
に
入
れ
る
際
に
は
、
共
食
い
を
防

ぐ
為
に
歯
を
折
る
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
生
き
た
状
態
で
持
参
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
予
想
通
り
奉
納

す
る
際
に
は
神
職
も
手
を
噛
ま
れ
た

よ
う
で
す
。
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文
化
財
防
火
デ

I

に
四E
ぃ
一
午
前
九
時
五
十
分
、
本
殿
裏
の
鎮
火
と
な
っ
た
。
一
任
は
現
代
に
生
き
る
者
我
々
の
使

田
臣
回
防
火
訓
練
を
実
施
[
い
]
＊
い
い
コ
ぃ
汀
圧
口
汀
口
ぃ

□
□
日
□
い
い
日

1
,
.
-
1

ー

F
L
,
|
.
,
.

t
:
'
―

-
R
-
[
-

―
-
t

.
l

i

r
r
:

i

`
r
1
1
1

i
i
じ
．

H
a

・
り

1
.

i

T
ゴ
ー
'
i

O
L
I

―

-
9
,
'

「
一
―

l
•
6
'
,
T

ー
•
-

去
る
、
一
月
二
十
六
日
午
前
九
一
ー
」
に
合
わ
せ
、
当
大
社
の
自
衛
消
ー
い
る
と
の
想
定
で
開
始
さ
れ
た
。
一
焼
拡
大
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
が
一
約
八
万
点
が
一
括
国
宝
指
定
を
受

時
五
十
分
、
火
災
報
知
器
の
ベ
ル
が
防
団
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
宗
像
：
火
災
を
発
見
し
た
巫
女
が
直
ち
に
一
行
わ
れ
た
。
一
―
九
番
通
報
で
、
宗
一
け
た
。
又
、
地
域
に
於
い
て
も
世
界

正
月
の
賑
わ
い
も
一
段
落
つ
い
た
]
巾
消
防
団
第
九
・
十
一
・
十
ニ
・
十
＿
火
災
報
知
器
を
押
し
、
社
務
所
に
i
像
地
区
消
防
本
部
・
宗
像
市
消
防
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
が
行
わ

大
社
境
内
に
突
然
嗚
り
響
い
た
。
四
分
団
、
女
性
消
防
団
、
宗
像
警
察
通
報
。
大
社
自
衛
消
防
団
は
本
殿
団
の
各
消
防
車
両
九
台
が
サ
イ
レ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
防
火
に
対

「
第
五
十
三
回
文
化
財
防
火
デ
署
地
元
四
駐
在
所
合
同
で
、
三
十
へ
急
行
。
巫
女
並
び
に
宗
像
市
女
ン
を
嗚
ら
し
な
が
ら
第
一
駐
車
場
す
る
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

計

1
-―
回
目
を
性
消
防
団
に
よ
る
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
」
に
集
結
。
素
早
く
そ
れ
ぞ
れ
の
配
い
る
。

;
'
r迎
え
た
防
i
と
施
設
消
火
班
の
神
職
、
管
理
員
、
―
置
に
つ
き
、
放
水
を
開
始
し
た
。
約

尤
濱
．5．

火
訓
練
を
]
又
地
元
の
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
一
十
分
後
無
事
鎮
火
、
消
火
活
動
を

実
施
し
た
。
：
分
団
に
よ
り
放
水
を
行
い
、
無
事
｛
終
了
し
た
。
本
番
さ
な
が
ら
の
消

.
ー
y
、
E
9
•

一
一
火
活
動
に
、
多
く
の
参
拝
者
が
圧

ヽ
t
-
〗
倒
さ
れ
る
面
持
ち
で
見
入
っ
て
い

一
消
火
活
動
終
了
後
、
参
加
者
一

一
同
第
一
駐
車
場
に
整
列
。
宗
像
地

一
区
消
防
本
部
、
宗
像
市
長
、
宗
像
市

一
消
防
団
長
よ
り
講
評
が
行
わ
れ
、

i

4
‘
7

最
後
に
神
島

-
]
-
a
f
U
"
 

sa 

一
御
礼
挨
拶
を

二
f
T
っ
た
。

一
文
化
財
は

国
の
宝
、
民

族
の
宝
で
あ

り
、
こ
れ
を

火
魔
よ
り
守

り
後
世
に
伝

え
て
い
く
責

図
化
~
防

昭
和
二
十
四
年
（
＿
九
四
九
二

月
二
十
六
日
に
、
世
界
最
古
の
木
造

建
築
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩

町
）
の
金
堂
で
火
災
が
発
生
。
国
民

的
財
産
で
あ
る
金
堂
の
内
部
、
貴
重

な
壁
画
が
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
文

化
財
保
護
と
防
火
管
理
体
制
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
日
を
中
心
に
全
国
各
地
の

国
宝
・
重
要
文
化
財
を
有
す
る
神

社
•
仏
閣
で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
は
テ
レ
ピ
•
新
聞

で
も
報
道
さ
れ
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

当
大
社
で
も
国
指
定
重
要
文
化

財
の
本
・
拝
殿
を
は
じ
め
、
神
宝
館

で
は
多
く
の
国
宝
・
重
文
を
所
蔵
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
「
日
本
の
宝
」
を
守

る
為
、
毎
年
大
社
職
員
は
勿
論
、
地

域
を
あ
げ
て
防
火
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。

-
h
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建
国
祭
斎
行

天
候
に
恵
ま
れ
、
春
を
思
わ
せ

る
穏
や
か
な
陽
気
と
な
っ
た
二
月

十
一
日
午
前
十
一
時
、
本
殿
で
我

国
の
誕
生
を
祝
う
建
国
祭
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

定
刻
、
神
島
宮
司
以
下
奉
仕
神

職
・
巫
女
、
参
列
者
が
参
進
、
所
定

i
に
広
が
っ
て
い
た
。

一
現
在
で
も
こ
の
日
に
は
、
全
国
各

一
地
で
様
々
な
神
事
や
式
典
等
の
奉

一
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
奉
祝

」
の
座
に
着
座
し
祭
典
を
開
始
。
神
武
一
反
対
の
集
会
も
目
立
っ
て
行
わ
れ
て

―
天
皇
建
国
以
来
の
国
体
護
持
と
里
一
い
る
。
何
処
の
国
に
於
い
て
も
国
民

一
室
・
国
家
、
国
民
の
弥
栄
を
祈
念
し
口
は
誇
り
を
持
っ
て
国
の
建
国
を
祝

一
て
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
続
い
て
巫
i
い
、
文
化
を
継
承
し
て
行
く
。
日
本

―
女
に
よ
る
浦
安
舞
奉
奏
、
各
代
表
者
：
人
は
こ
の
「
建
国
記
念
の
日
」
の
意

一
が
玉
串
拝
礼
を
執
り
行
い
、
祭
典
は
一
義
を
各
々
充
分
に
認
識
し
、
世
界
で

一
滞
り
無
く
終
了
し
た
。
一
も
有
数
の
文
化
・
歴
史
・
伝
統
を
持

ー
今
年
は
昭
和
四
―
つ
我
が
国
を
世
界
に
示
し
、
亦
、
子

十
一
年
に
「
建
国
一
孫
に
継
承
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

記
念
の
日
」
が
制
一
な
い
。

定
さ
れ
て
か
ら
四

十
一
年
目
と
な

る
。
「
日
本
書
紀
」

で
は
辛
酉
の
年
春

一
月
一
日
、
神
武

天
皇
が
大
和
の
橿

原
の
地
に
て
即
位

式
を
挙
げ
ら
れ
た

日
で
、
太
陽
暦
の

採
用
に
伴
い
現
在

の
二
月
十
一
日
と

な
り
「
紀
元
節
」
と

し
て
我
が
国
の
誕

生
の
日
と
制
定
さ

れ
、
大
東
亜
戦
争

敗
戦
に
よ
り
廃
止

さ
れ
る
迄
、
全
国

u
r飯、

つ., 
丁
ー
.
j
 

.,-

-
.
 

[
ノ

宗
像
大
社
菊
花
会

一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
神

湊
・
魚
屋
旅
館
で
宗
像
大
社
菊
花
会
の

新
年
総
会
並
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
一
月
下
旬
と
し
て
は
近
年

に
な
い
温
暖
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
九

州
各
地
か
ら
宗
像
大
社
菊
花
会
の
会

員
約
七
十
名
が
一
同
に
集
合
し
総
会

は
始
ま
っ
た
。

前
年
度
の
第
三
十
六
回
大
会
の
反

省
に
、
本
年
の
西
日
本
菊
花
大
会
の
行

事
日
程
、
九
州
菊
花
連
盟
九
州
大
会
の

運
営
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
今
年
の
方

向
性
が
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
に
は
菊
作
り
講
習
会

が
行
わ
れ
、
今
年
は
（
社
）
全
日
本
菊
花

怨年斤立ホ会花菊社大像宗年
, 

ー成

rヽ衣ぎ
:, 111 

召?.I: I”入心
“t,, ?-r l レ 1.

, 

石平成19年宗像大社荀花合新年総会
曾'

': 
ゴ：! ~. ii 
一讐l,

^ : :-' 
r_ 

新
年
総
会
を
開
催

一
連
盟
理
事
篠
原
廣
光
先
生
に
よ
る
「
巨

｀
そ

一
大
輪
作
り
へ
の
ア
フ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
た

：
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

一
篠
原
先
生
は
愛
媛
県
出
身
で
、
菊
栽

一
培
歴
四
十
年
、
過
去
十
回
連
続
内
閣
総

i
理
大
臣
賞
を
受
賞
‘
菊
全
国
大
会
で
は
、

]
数
々
の
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、
大
菊
作

：
り
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
制
作

一
者
と
あ
っ
て
会
員
一
同
熱
心
に
聞
き

一
入
っ
て
い
た
。

一
正
午
に
は
講
習
会
も
終
了
し
、
大
広

一
間
で
新
春
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
宗
像
大-

]
口
[

lｭ-̀ 
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宗
像
市
で
は
、
「
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
を
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）

と
し
て
登
録
す
る
た
め
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
「
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
」
は
、
大
和
王
権
及
び
律

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
候
補
地
と
し
て
継
続
審
議

J
 

i
家
の
意
見
を
聞
き
、
こ
の
課
題
を
十

一
分
精
査
・
分
析
し
て
、
県
・
福
津
市
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
課
題
解
決
へ
の

（
①
主
題11海
洋
文
化
と
祭
祀
権
と
の
一
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
一
日

i
関
係
を
総
合
的
に
捉
え
、
祭
神
を
一
で
も
早
く
課
題
を
解
決
し
て
、
暫
定

令
国
家
が
、
四
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
、
迫
産
群
で
す
。
招
き
祀
っ
た
他
の
神
社
と
の
関
連
リ
ス
ト
ヘ
追
加
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
目

東
ア
ジ
ア
世
界
と
交
流
す
る
中
で
、
航
世
界
迫
産
へ
登
録
す
る
た
め
に
は
、
性
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
指
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

•
海
の
安
全
を
神
に
祈
願
し
て
国
家
的
：
ま
ず
日
本
国
内
の
世
界
迫
産
暫
定
リ
．
の
協
力
が
な
く
て
は
、
課
題
解
決
は
で

〖
②
資
産
構
成11胸
形
氏
に
関
連
す
る

・
祭
祀
を
行
っ
た
沖
ノ
島
と
、
そ
れ
を
支
i
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な

.. 

き
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
一
層
の
こ
理

．
一
連
の
諸
要
素
を
特
定
し
、
構
成
｛

え
て
い
た
豪
族
胸
形
氏
に
関
連
す
る
．
り
ま
す
。
文
化
迫
産
に
つ
い
て
は
、
文
化
資
産
と
す
べ
き
古
墳
群
の
範
囲
が
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

]
庁
が
各
自
治
体
か
ら
の
提
案
書
を
審
適
切
か
検
討
が
必
要
尚
、
文
化
庁
へ
提
出
し
た
提
案
書

一
査
し
て
、
暫
定
リ
ス
ト
の
追
加
物
件
を
．
i
は
、
左
記
の
宗
像
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

―
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宗
像
i
③
登
録
基
準
の
妥
当
性

1
1

提
案
書
説
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
覧
下

印
で
は
、
福
津
市
・
福
岡
県
と
合
同
で
、
明
の
う
ち
、
歴
史
上
の
重
要
な
段
さ
い
。

一
文
化
庁
が
指
定
す
る
「
世
界
文
化
遺
一
階
を
物
語
る
観
点
か
ら
、
構
成
資

．
産
の
正
確
な
評
価
記
述
が
必
要

]
産
国
内
暫
定
一
覧
表
追
加
提
案
書
」

一
を
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
に
文
化
の
三
つ
で
す
。
「
沖
ノ
島
と
関
連
迫
産

一
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
文
化
庁
で
は
、
i
群
」
へ
与
え
‘
,
胃

i
全
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
二
十
四
件
の
．
ら
れ
た
課

一
提
案
書
に
つ
い
て
、
選
考
委
員
会
を
設
二
題
は
、
他
の

]
置
し
て
審
査
を
行
い
、
本
年
一
月
二
．
地
域
の
課

一
十
三
日
に
選
考
結
果
を
発
表
し
ま
し
題
と
比
較

：
た
。
今
回
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
i
し
て
も
、
そ

一
の
は
、
富
士
山
な
ど
四
件
で
、
本
市
が
：
れ
ほ
ど
難

一
提
案
し
た
「
沖
ノ
島
と
関
連
迫
産
群
」
一
し
い
も
の

]
を
含
む
二
十
件
は
、
継
続
審
議
と
な
一
で
は
な
い

一
り
ま
し
た
。
継
続
審
議
と
な
っ
た
二
十
：
と
考
え
て

一
件
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
す
べ
き
課
題
：
お
り
ま
す
。

：
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
i
こ
れ
か
ら

／
れ
ば
暫
定
リ
ス
ト
ヘ
掲
載
が
可
能
で
あ
：
は
、
専
門

と

宗像市役所
秘書課

一
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

会見する宗

「
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
へ
の
課
題

I 
l ぷ→『•一r

宗像市ホームページ http://www.city. munakata. lg.jp 
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ふ
き
ぬ
き

]
か
疲
労
困
憩
し
、
皆
一
所
に
集
ま
り
一
其
製
吹
貫
を
見
る
が
如
し
、
或
は
裸
体

い
ず
す
あ
し

二
只
茫
然
と
し
て
い
た
」
。
し
ば
ら
く
し
な
る
も
あ
り
て
執
れ
も
跛
足
な
り
」

□

[
]
]
]
]
[
[
口
]
]
]
]
四
『
口
ぃ

□
□
/
]

（続）

公
＃

1
『
．
ー
、

`
-
ｷ
 

212 

い
し
い
た
だ
し

春
の
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方

お
誘
い
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
こ
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
一
子
一
十
一
日
（
土
）
午
後
五
時
総
社
地
主
祭

午
後
六
時
宵
宮
祭

一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
大
祭（

氏
子
奉
幣
・
主
某
地
方
風
俗
舞
・
浦
安
舞
）

二
日
（
月
）
午
前
十
一
時
総
社
祭
（
献
上
若
布
採
取
者
表
彰
）

交
通
安
全
講
社
祭

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社

高
宮
祭

第
二
宮
・
大
三
宮
祭

献
茶
祭
（
南
坊
流
小
方
社
中
）

午
後
二
時

四
月 宗

像
大
社
書
き
つ
り
G
事
言
内
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宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
軽
や
か
に
響
き
く
る
朝
焼
け
の
浜
に
し
ば
し
仔
む

と
あ
る
朝
の
状
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
四
五
句
を
倒
置
し
「
し

回
汀
f
T
む
朝
焼
け
の
浜
」
と
し
て
、
仔
ん
だ
時
間
を
出
す
法
も
あ
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

明
暗
を
写
す
柑
撲
の
花
道
を
天
う
ち
仰
ぐ
高
見
盛
関

回
9昇
0
の
高
見
盛
の
姿
。
た
だ
二
句
は
「
見
せ
る
」
、
結
句
は
「
高
見
盛
は
」

宗
像
市
池
田
森
龍
子

新
玉
の
川
面
に
映
る
岸
辺
の
草
乱
れ
ぬ
影
に
小
石
の
光
る

と
す
る
と
、
年
、
月
、
春
に
か
か
る
枕
詞
な
の
で
、
上
句
は
「
あ
ら
た
ま
の
年
の
川

回
戸
[
]
下
」
と
や
わ
ら
く
詠
う
こ
と
に
よ
り
、
新
年
を
寿
ぐ
気
持
が
は
っ
き
り
と
出
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

紫
蘇
の
穂
の
未
枯
れ
た
る
ま
ま
立
ち
た
る
に
抜
け
ば
青
草
よ
り
今
も
香
ぐ
は
し

回
コ
ロ
ば
紅
闘
い
汀
『
冒
『
冒

0。
上
旬
を
「
末
枯
れ
た
る
ま
ま

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

た
だ
び
と
り
椿
の
花
を
観
に
き
た
る
島
の
波
止
場
に
猫
た
む
ろ
せ
り

「
た
だ
ひ
と
り
」
に
こ
め
ら
れ
た
ア
ン
ニ
ュ
イ
感
を
引
き
立
て
て
い
る
の
が

回
下
句
の
具
体
的
描
写
で
あ
る
。
う
ま
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

韮
に
似
る
小
草
は
韮
に
混
じ
り
立
ち
風
吹
け
ば
揺
る
る
後
れ
ず
に
揺
る
る

回
汀
詞
]
喜5
0
揺
る
る
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
快
く
、
小
草
の
可
憐
な
さ
ま

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

し
み
じ
み
と
夫
の
遺
影
に
語
り
か
く
「
貴
方
は
い
い
ね
」
老
い
る
事
な
く

回
素
直
に
心
情
を
述
べ
た
老
い
の
恋
う
た
で
あ
る
。

ジ
O
O

狂
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

一 宗
像
市
久
巻
桔
梗

詠
み
な
や
み
ウ
ツ
な
る
日
に
は
み
社
の
横
の
荼
店
で
〈
幸
福
餅
〉
＜
ふ

回
m汀
贔
0
さ
せ
て
く
れ
る
食
べ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
を

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

脳
の
中
M
R
I
の
血
管
は
糸
人
形
の
踊
る
が
如
し

回
峠
ぃ
冒
]
丘
°
見
た
自
分
の
脳
、
驚
き
の
さ
ま
が
下
句
の
比
喩
で
う
ま

う
き
は
市
浮
羽
町
則
正

元
日
一
の
膳
を
か
こ
む
は
夫
婦
だ
け
つ
ま
し
く
済
せ
賀
状
待
ち
を
り

＿
評
一
っ
つ
ま
し
く
と
も
元
気
で
二
人
で
迎
え
る
正
月
は
大
切
な
時
間
で
あ
る
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

新
年
に
そ
ぼ
降
る
雨
が
空
し
く
て
初
夢
に
似
て
忘
れ
る
様
に

上
句
に
は
寂
蓼
感
が
あ
る
が
、
下
句
が
判
ら
な
い
。
一
人
よ
が
り
の
表
現
に

o
oな
ら
ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
欲
し
い
。

く
れ
な
ゐ
の
花
び
ら
散
れ
る
寺
庭
の

大
山
茶
花
に
年
逝
か
む
と
す

正
月
の
季
の
み
花
を
挿
し
飾
るおん
だ

作
者
無
銘
の
小
鹿
田
の
大
壺

―
つ
づ
つ
辞
書
に
た
し
か
め
歌
を
書
く
ふ
｛

i

J

 語
彙
ま
だ
忘
れ
ぬ
こ
と
を
良
し
と
し

田

向

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

寒
に
入
り
裸
と
な
り
し
大
銀
杏
ダ
ム
の
岸
辺
に
白
光
を
放
つ

＿
評
一
「
白
光
を
放
つ
」
と
詠
っ
た
作
者
の
気
迫
は
立
派
で
異
彩
で
あ
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

友
へ
お
く
る
病
気
平
癒
の
お
守
り
を
受
け
た
る
巫
女
の
笑
顔
や
さ
し
き

こ
ろ
が
見
え
る
歌
。
た
だ
「
受
け
た
る
」
は
連
体
形
な
の
で
「
巫
女
」
と

回
直
此
[
-
[
に
か
か
る
の
で
意
味
が
混
乱
す
る
。
「
受
け
た
り
」
と
終
止
形
に
す
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

燦
燦
と
額
に
日
差
し
ふ
り
そ
そ
ぐ
＋
B

戎
の
列
に
並
び
ぬ

酎
気
0
の
通
っ
た
歌
で
あ
る
。
た
だ
初
句
の
「
燦
々
」
が
常
套
的
な
の
が
惜
し

蘊
に
載
追
豆
戸
。

そ
し
て
、
ふ
ぐ
に
噛
ま
れ
た
の
は
：
・
小
生

で
す
。
背
中
の
模
様
が
あ
や
し
い
妖
気
を
発

し
て
い
ま
し
た
が
、
姿
形
が
か
わ
い
く
み
え

た
為
、
優
し
く
皿
に
盛
ろ
う
と
掴
ん
だ
そ
の

瞬
間
、
ガ
ツ
と
噛
ま
れ
ま
し
た
。
少
し
血
が

滲
む
程
度
で
し
た
が
、
山
国
育
ち
の
小
生
ふ

ぐ
に
裏
切
ら
れ
た
気
分
で
し
た
。
献
上
さ
れ

た
方
は
「
言
っ
と
ら
ん
か
っ
た
ね
えS
」
で

し
た
：
·
▼
で
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
ふ

ぐ
は
県
内
単
一
漁
港
と
し
て
は
一
番
の
水

揚
げ
を
誇
る
「
鐘
崎
」
の
漁
師
さ
ん
が
獲
っ

た
も
の
で
、
そ
の
漁
協
の
権
田
さ
ん
（
鐘
崎

は
権
田
さ
ん
ば
っ
か
り
で
す
）
に
話
を
伺
い

ま
し
た
▼
と
ら
ふ
ぐ
は
雑
食
性
で
歯
（
キ
パ

と
言
っ
て
ま
し
た
）
が
鋭
く
、
獲
つ
て
直
ぐ

に
キ
パ
を
折
る
そ
う
で
す
。
そ
う
し
な
い
と

船
の
生
け
賀
で
傷
付
け
合
う
、
或
い
は
共
食

い
ま
で
始
め
る
ほ
ど
猪
猛
で
、
お
ま
け
に
人

間
の
指
を
ち
ぎ
る
程
力
も
強
い
と
の
こ
と

で
し
た
▼
ち
な
み
に
、
現
在
で
も
鐘
崎
で
獲

る
と
ら
ふ
ぐ
の
9
0

％
が
下
関
に
（
残
り
は

博
多
）
水
揚
げ
さ
れ
、
玄
海
と
ら
ふ
ぐ
と
し

て
地
元
に
水
揚
さ
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
1
%

だ
け
だ
そ
う
で
す
▼
今
月
は
、
当
大
社
海
洋

神
事
奉
賛
会
（
宗
像
·
鐘
崎
·
津
屋
崎
漁
協
で

構
成
）
が
、
四
十
数
年
毎
年
行
っ
て
い
る
皇

室
へ
の
若
布
の
献
上
も
あ
り
ま
す
が
、
一
足

早
く
先
の
下
関
漁
協
も
と
ら
ふ
ぐ
を
献
上

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
下
関
の
天
然
と
ら
ふ

ぐ
の
内
、
鐘
崎
ふ
ぐ
船
団
の
水
揚
げ
し
た
も

の
が
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
▼
先
月
三
十
路
を
迎
え
、

何
で
も
分
か
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
宗

像
に
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

(
M
.
0
)

宗
像
市
花
田
い
つ
枝

大
熊
手
抱
く
や
幸
連
来
た
る
こ
と
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